
北星館便り 第 62号（2020年 12月） 

ニュース  

【今後の稽古について】 

新型コロナウィルス感染が拡大し、各方面への影響が大きくなってきています。 

このような情勢の中、北星館の今後の予定について、役員で話し合いを行いました。 

春まで休むか、今後も稽古を続けるか、続けるとしたらどういう形態にするか、等々 

多くの意見を出し合い、以下のことが決定しました。 

・施設が使用停止になるまでは、稽古を継続する。 

・稽古日は、水曜日の岩屋中武道場、日曜日の長与町武道館のみとする。 

・土曜日の稽古は参加者が少ないこともあり、行わないこととする。 

会員の皆様にはご不便をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。 

 

【学童部卒業生への記念品贈呈】 

2020年 3月に学童部 2名が小学校を卒業しております。 

例年ですと、卒業演武会を開き、演武会終了後に記念品を贈呈しておりましたが、 

今年はコロナ禍の中、これが 3月にできず、延び延びになっていました。 

10月に稽古を再開して、新しい稽古スタイルにも慣れてきたこともあり、 

学童部 2名に道場に来てもらい、記念品を渡すことができました。 

久しぶりにあった二人は、身長も伸びており、成長していることを感じさせてくれました。 

二人とも学校では、運動部に入って楽しくやっているようでした。 

記念品として恒例のパワーストーン（今年は「氣」の文字を刻んでいます）と濱田館長直筆の書を 

プレゼントしました。二人の今後のさらなる成長を楽しみにしたいと思います。 

 

 

会員投稿  

今月の投稿はお休みです。皆様からの投稿をお待ちしています。 

 

編集後記 

 新型コロナウィルス感染予防対策を行ったうえで稽古を継続しています。 

 感染が拡大しており、いつ稽古が中止に追い込まれるかはわかりませんが、稽古ができることに感謝しな

がら、限られて時間を大切にしていきましょう。 

 

 


